
 
思いやりの心を育む、4年⽣の福祉体験学習 

 
冬の⾃然を満喫しながら、心も体も⼤きく成長しています 

令和７年度 

本格的な冬の寒さの中でも、子どもたちは元気いっぱいに季節ならで

は の活動に取り組んでいます。２年⽣はそり教室、４・５年⽣はス

キー教室に 出かけ、雪の感触や⾃然の美しさを全身で味わいまし

た。 そり教室では、はじめは滑り方に戸惑っていた子どもたちも、何度も挑

戦するうちにコツをつかみ、笑顔で斜⾯を滑り降りていました。転んでもす

ぐに立ち上がり、友だちと励まし合いながら楽しむ姿が印象的でした。 

スキー教室では、初めてスキーに挑戦する子も多く、靴の履き方や転び

方から丁寧に学びました。午後には、それぞれのレベルに応じて⾃信を

も って滑れるようになり、子どもたちの吸収の早さに驚かされました。中級・上級の班では、リフトに乗っ

                                                                 て雪景色を  楽しみながら、軽快に滑り降りる姿が⾒られました。 

どの学年でも、友だちと食べる温かいカレーは格別だったようで、

普段はおかわりをしない子も思わずおかわりをするほどでした。⾃

然の中で体を動かし、仲間と笑い合う時間は、子どもたちにとって⼤

切な冬の思い出になったことと思います。 

準備や送り出しにご協⼒いただいたご家庭の皆様、そして地域の

皆様の温かい⾒守りに心より感謝申し上げます。これからも、季節

の中でしか味わえない体験を⼤切にしながら、子どもたちの成長を

支えていきます。 

 №１０ 

4 年⽣が、アイマスク体験・⾞椅子体験・高齢者疑似体験の３つの福祉体験に取り組みました。体験 者

と介助者の⼆人⼀組になり、⾒えにくさや動きにくさを実際に感じながら、相⼿の立場に寄り添うこ と

の⼤切さを学びました。 

アイマスク体験では、普段使っている筆箱から必要なものを⼿探りで取り出したり、介助の⼿を借り て

廊下を歩いたりしました。⾞椅子体験では、⾃分で動かす難しさや、段差を越えるときの不安を実感 し

ました。高齢者疑似体験では、体に重りやサポーターをつけ、話を聞く、字を書く、新聞を読むとい っ

た⽇常の動作がどれほど⼤変かを体験しました。 

体験後の子どもたちは、「どう声をかけたら安心してもらえる

かな」「⾃分にできることは何だろう」と真剣に考えていまし

た。相⼿の気持ちを想像し、⾏動につなげようとする姿がとても

頼もしく感じられました。 

学校では、どの学年でも、友だちとうまく気持ちを伝えられず に

戸惑ったり、思いが強く出てしまう姿が⾒られます。今回の体 験

で感じた「相⼿を思う気持ち」が、あいさつを交わすときや、 年

下の子にそっと声をかけるときなど、⽇々の⼩さな場⾯に少し ず

つ広がっていく姿を、⼤切にしていきます。 

学校だより  
令和８年２月９日
上田市立 神川小 学校
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⾃分たちの学校をつくる⼀歩として 〜児童会役員選挙より〜 

 

２⽇ 児童会立会演説会・選挙

相談ウィーク（〜６⽇） 

２⽇ 準備児童会

５⽇ 卒業を祝う会（児童会⾏事） 

3⽇ 来入児保護者会

５⽇ 地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか）

9⽇ 児童会 

地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか） 

６⽇ 集団登校（〜１２⽇） 

１２⽇ 地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか）

１６⽇ ３学期終業式 １０⽇ 学校集金⼝座振替⽇ 

PTA代議員会 後期通知表渡し

卒業式前⽇準備

１７⽇ 卒業証書授与式

離任式 

１２⽇ 地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか）

１３⽇ ３，４年参観⽇ 

メディアコントロールウィーク（〜19⽇） 

１９⽇ 第三回地区子ども会 １８⽇〜年度末休業（〜３１⽇） 

地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか） （４∕１〜４∕５ 年度初め休業） 

２０⽇ １，２年参観⽇

２６⽇ ５，６年参観⽇（全校５時間授業） 

２３⽇ PTA引継ぎ・常任委員会

２７⽇ 新年度準備（新６年登校） 

地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか） 
※「地域のみなさんとあそぼう（ぽっか）」は、毎週⽊曜⽇１０：２５〜１０：４５です。 
子どもたちと遊んだり、子どもたちの遊びの様子を⾒ていただいたり、終了後は、お茶をどうぞ。

（２∕５，１２．１９，２６，３∕５，１２）

（感染症の流⾏状況により、「地域の皆さんと遊ぼう（ぽっか）」が中⽌になる場合もあります。） 

来年度の児童会を担う新しい役員を決めるため、5 年⽣の

候補者が教室訪問や立会演説会を⾏い、3〜6 年⽣が投票に

参加しました。3 年⽣にとっては初めての投票であり、6 年

⽣にとっては⼩学校⽣活最後の投票となりました。6 年⽣

は、⾃分たちが卒業した後の神川⼩を託す思いを胸に、⼀票

を投じていました。 

候補者の 5 年⽣は、それぞれが「よりよい神川⼩を⾃分

たちでつくっていきたい」という思いをもって、演説に臨み

ました。聞く側の児

童も真剣に⽿を傾け、学校をよりよくしようとする気持ちが確

かに広がっていることを感じました。 

児童会役員選挙は、単に役員を決めるだけの⾏事ではありま せ

ん。⾃分たちの学校をどうしていくかを考え、意⾒を伝え、 仲

間の思いを受け⽌める、学校づくりの⼤切な学びの場です。 今

回の選挙を通して育まれた「⾃分たちの学校は、⾃分たちの ⼿

でつくっていくものだ」という意識を、これからも⼤切にし て

いきます。 

＜２⽉、３⽉の主な⾏事予定＞ 

＜２⽉＞ ＜３⽉＞


